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はじめに  

本研究は、社会や文化のニーズと技術革新との相

関関係を知るための基礎資料を蒐集、組織化し、知

識基盤として公開することを目指している。ここで

の基礎資料とは、製品カタログなどの販促宣伝資料、

仕様書・規格・技報・設計図などの技術資料、企画

書、開発資料などの社内資料、などを指している。

我が国の基幹産業技術企業における、主として昭和

戦後期のこうした資料を蒐集して、デジタル画像化

して記録し、さらにこの画像資料に適切な資料組織

法、検索システムを開発して、画像データベースに

組織し、研究用に公開することを目的としている。 

タログ資料のデータベース登録を終えている。前回

までの報告で述べたように、登録された資料は PDF

ファイル（以下、ファイル）となっており、企業名

＞資料群名＞資料名というように、蒐集した資料の

包含関係を階層的に保存することができるようにな

っている（図１）。 

 

平成18年度は、前年度に構築したシステムに基づ

き、工作機械分野の企業から借用した資料のデジタ

ルアーカイブ化を進めた。また、今年度からは日本

工業大学工業技術博物館と協同し、同博物館が構築

を進めている同館収蔵の工作機械文献資料のデータ

ベースとデータを共有することとなった。一方、工

作機械産業と関連して、自動車産業の画像データベ

ース作成も開始した。現在はトヨタ博物館の協力に

より、同館が所蔵する自動車カタログのデジタル画

像化を進行中である。 

図１ データベース登録された資料の階層構成 

 

全文検索による資料内容の統計的な把握 本稿では、現在までのデータベース構築作業の進

行状況と、データベースの試験利用（キーワード検

索等）を通して抽出された問題点やその対応方法に

関して報告を行う。 

登録された資料は自動 OCR 処理されているため、

キーワードによる横断的な全文検索が可能であり、

任意のフォルダ内（企業内、資料群内など）に絞っ

た検索にも対応できる。  

データベース構築作業の状況と課題 データベース登録を終えた工作機械企業4 社の資

料について、簡単なキーワード検索を含め、資料の

内訳を整理したものを表１に示す。表１上部の資料

形態の内訳から、資料の大半が製品カタログやパン

フレット等であること分かる。一方で、開発・設計

これまでに、工作機械分野の企業14社から借用し

た資料（約 5,000 点）のスキャニングを終え、現在

はその内 4 社分のデータベース登録を終えた段階で

ある。トヨタ自動車の資料に関しては43車種分のカ 
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関係文書や実物写真等もまとまって入手されるケー

スも見られる。 

 全文検索を試験的に繰り返す中で、その利点や今

後の課題等が明らかになった。利点としては、上記

した通り、キーワード毎にヒットしたファイル数や、

それらファイル群の階層内での分布を見ることによ

り、登録された資料の全体像を把握し易くなるとい

う点である。これに対し、既導入のシステムでは、

検索方法や検索結果の表示方法がまだ必要最小限の

ものしかなく、表１下部のような単純な集計結果を

作成するだけでも、（キーワード数×企業数）の回数

の検索作業が必要である。その他、下記のような問

題が挙げられる。 

 

表１ 工作機械企業4社の資料摘要 
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資料件数(PDF ﾌｧｲﾙ数) 280 82 34 8 404

サブフォルダ数 10 0 2 0 12

資料形態の内訳 ※１ ※２ 

写真（実物）  17  17

写真（模型）    

製品ｶﾀﾛｸﾞ/ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ 223 81 17 8 329

雑誌広告・ﾎﾟｽﾀｰ    

開発・設計関係文書 56    56

ｽｹｯﾁ・図面    

図書 1   1

雑誌    

その他 1    1

キーワード検索結果（PDF ﾌｧｲﾙ数）※１ ※３ 

KW1: 旋盤 89 14 13  116

KW2: 研削盤 41 11  6 58

KW3: フライス 23   1 24

KW4: 中ぐり 14    14

KW5: ボール 43   1 44

KW6: マシニングセンタ 8 1   9

計 218 26 13 8 

・ 複数のキーワードを一括して検索できない。 

・ 複数の企業（複数のフォルダ）を一括して検索

できない。 

・ 1 つの PDF ファイル内でのキーワードのヒット

数が抽出されない。 

・ 一覧表示や検索結果において各 PDF ファイルの

頁数が表示されない。 

・ 表やグラフ等のビジュアルな検索結果表示に対

応していない。 

以上のように、現時点での検索システムは資料内

容の分析という点では不十分であり、今後の大幅な

拡充が求められる。 

 

まとめ 

これまで資料の蓄積という観点から、データベー

スシステムの改良とデータの蓄積を並行して進めて

きた。データベース登録の機能についてはその仕様

がある程度確定したので、今後は未登録のスキャニ

ング画像を順次データベースに登録していくと共に、

全文検索機能を応用した資料内容の分析機能を拡充

させていく必要がある。 

※１ 未記入欄は0とする 

※２ PDF ﾌｧｲﾙ１つにつき、いずれかを選択するようになっている 

※３ 企業毎の全資料を対象として全文検索を行った結果 

 

製品カタログやパンフレットについては、少ない

もので数ページ、多いものでは数十ページとなる。

これらや開発・設計関係文書が多いほど、テキスト

情報が増え、全文検索による分析がより効果的とな

る。例えば、表１下部は、工作機械に関するキーワ

ード検索を行った結果（KW1～6のそれぞれでヒット

したファイル数）を示している。これにより、資料

内容や傾向（どのような種類の工作機械の資料がど

の程度存在するか）を大まかに把握することができ

る。このような資料内容に関する統計データは、よ

り詳細な分析に取り掛かる前の準備作業として有効

であると考えられる。 

一方、各分野における資料分析のためのキーワー

ドの抽出・整理やシソーラスの利用も今後の課題で

ある。現在は工作機械分野に次いで、自動車産業の

データベース構築に着手した段階であるが、自動車

製品の内部には工作機械で制作された部品も多く組

み込まれており、実態としては、産業間の繋がりが

ある。分析の際には、そのような産業間の関係構造

や技術革新の連関を浮かび上がらせるような形で分

析することも想定する必要がある。 

 

データベース検索の機能性の改善 

 


